第１回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会議録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：佐々木　健之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：赤坂　真吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成21年5月11日

出席者

	赤坂
	鈴木（厚）
	東Ｇ
	西Ｇ
	南Ｇ
	北Ｇ
	担当管理者

	　　○
	○
	○

佐々木・番場
	○

及川・池田
	○

相間野
	○

赤坂
	○


＜検討内容＞

1、 今年度の体制について

担当管理者：佐々木　健之

全体リーダー：赤坂　真吾

2、 毎月のプログラム作成と物品準備について

下記担当にてプログラムの作成を行う。

	月
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	4
	5　

	担当
	土岐
	工藤
	赤坂
	池田
	番場
	水上
	及川
	富澤
	赤坂
	土岐
	田村
	水上


※南Ｇに関しては専任ＯＴによるプログラムもあるため、南Ｇ担当者で毎月のプログラムを作成していく。

※毎月の物品準備は、プログラム作成スタッフ所属病棟の担当者で行う。

3、 プログラム作成後の計画書の流れについて

作成者→リーダー→担当管理者→A.O.M.

※計画書は勤務の都合、各病棟への配布、物品の準備も考慮し毎月２５日頃には最終的な決裁をもらえるよう、余裕を持って作成する事。

4、 プレミーティングについて

9:00開始を厳守するよう徹底して下さい（9:00集合時間ではない）。

　　また情報共有の為、全病棟スタッフが集合してから開始とする。

5、 チーム検討会について

各グループにおいてはレクリエーション担当者が配置されているので、必ず担当者が１名（以上）参加する。各病棟からの意見などがあれば検討する。

→日時　毎月第２月曜日　１５：３０～　４Ｆユーティリティー

　検討会内容）１、プログラムの実施状況

　　　　　　　２、次月プログラム内容確認　　　

　　　　　　　３、その他（各病棟からの意見など）

検討会議録担当

	月
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	4　

	担当
	北Ｇ
	東Ｇ
	西Ｇ
	南Ｇ
	北Ｇ
	東Ｇ
	西Ｇ
	南Ｇ
	北Ｇ
	東Ｇ
	西Ｇ
	南Ｇ


6、 高齢プログラムについて

前年度からの継続議案として、今年度実施していく予定。

担当→高橋CW

　　対象患者様→南病棟以外の高齢患者様とするが、詳細は検討中。

　　場所（案）→東病棟クリスタルルームか、南病棟を候補とし検討中。

　　リハビリテーションプログラムと平行して実施していく為、スタッフ調整の検討が必要。　　

7、 種目に参加していない患者様について

体育館へ移動後、見学のみされている患者様が見られている。

　　→患者様の精神状態にもよるが、毎回のように種目へ参加されない方もおられる為スタッフから参加の促しを行っている状況である。今後も、参加して頂くようスタッフからの働き掛けを行っていく。

　　　

8、 破損状況について

毎日の破損状況確認を怠らないようにして下さい。

9、 注意事項

作業療法の時間に、誤ってリハビリテーションプログラムへ誘導したことがあったそうです。その際は、作業療法スタッフが気付いたそうですが、今後そのようなことがないよう各病棟スタッフは注意する事。

10、 各病棟における担当者間の連絡周知徹底について

各病棟担当スタッフ間で検討会内容を連絡し、各自が周知する事。また、検討会内容により看護検討会での審議が必要な場合は担当管理者より検討会へ提出する。

毎日のプレミーティング、毎月の検討会には必ず各病棟担当者１名が参加する事。

１１、これらの企画内容、年間計画に関して、担当スタッフより反対意見はなく、活動計画は決議された。よって、上記の年間計画、活動内容で今年度活動していく事とする。

　　

